
専門的な技術だけでなく、
さまざまな場で活かせる
総合力が身につきます

　私の夢は、デザイン系の職業に就くことでした。幼い頃か
ら絵を描くことが大好きで、絵画教室に長年通っていたんで
す。進路を決める時も「夢を叶えるため」と、迷いなく造形短
期大学部を受験。ここならデザイン関係だけでなく多くの分
野を受講でき、その一つ一つが経験として活かせる機会が
あるだろうと思ったからでした。
　授業はデザイン系も履修しましたが、とても有意義だった
のは「ストックフォト基礎」。デザインと同じく大好きなカメラの
世界です。雑誌の取材記事を作る課題があり、実用的な写
真の研究だけでなく、自ら原稿を書いてデザインするなど総
合的な能力を身につけられました。大学の2年間は、ほぼ写
真系科目を選択した私。そんな私の卒業研究ももちろん写
真です。「地元と成長した自分」というテーマのセルフポート
レートを制作しました。私が育った、変わりゆく地元の姿の今
を捉えたい。私を一番表現できる方法だと考えたんです。
　春からは念願が叶い、広告代理店のデザイナーとしての
キャリアが始まります。今後もデザインだけでなく写真も勉強
し、後世に遺る、後世まで喜ばれるものを撮り続けていけた
らと思います。そして、ゆくゆくはデザインもカメラもこなせるフ
リーのクリエイターになることを目標にしています。

　福岡の高校でデザイン科に所属していた私にとって、造形短
期大学部は身近な存在でした。学校見学へ訪れたり、先生から
大学の魅力を聞いたり…。当時の私は工芸分野だけでなく、いろ
いろな分野を学びたかったこともあり、造形短期大学部へ進学。
地元の大学であることもまた後押しとなりました。
　大学では高校時代に学んだ染色のほか、初体験の織にも挑
戦。同級生のレベルの高さに驚きながらも必死に学ぶ日々 を過ご
しました。実技科目では作品が順位で評価されるので、成績表を
見るのが毎回怖かったです。でも決して万人受けを狙わず、私の
こだわりを作品に注ぎ込みました。その作品が上位で評価された
時は、とても嬉しかったです。ほかには、工芸品を販売する際にも
役立つだろうと、「パッケージデザイン」を学べるグラフィックデザイ
ン系の科目も受講しました。商品の魅力を伝えること、そして何より
も購入してもらうための工夫をデザインや形状に落とし込むことは
とても難しかったけど、同時にやりがいを感じられました。
　卒業後は引き続き、福岡の伝統工芸を専門的に学ぶ学校へ
進み、さらに深く学んでいく予定です。担い手が減少し、とても厳
しい世界ではありますが、工芸品を生活の中でより身近に感じて
もらえるように、そしてその魅力をより多くの人に伝えられるように
なりたいと思います。

上妻 七海さん

●ファッション・テキスタイル研究（染） 「檸檬」

●ファッション・テキスタイル研究（織） 
　 「ブックカバー」

●パッケージデザイン
　 「純喫茶 カメリア パッケージ」

「専門分野を深く学びつつ、
他の分野にも触れてみたい」が
同時に叶えられる場所でした

間 明日香さん福岡県　青豊高校出身
福岡県
九州産業大学付属九州高校出身

写真系写真

Photography
●エディトリアルデザイン 「文庫本表紙デザイン」（レイアウトデータ）

※ ●：講義名　「　」：作品タイトル

●エディトリアルデザイン 「文庫本表紙デザイン」

●営業写真実習
　 「left side」

ファッション・テキスタイル系 染

Dye weave
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